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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration の概要について説明します。 このマ
ニュアルでは、 まずさまざまなシステムを使用して事業を進めている  E ビジネ
スが直面する統合の課題について説明します。 次に、 WebLogic Integration がこ
れらのビジネス  システムを統合するために提供する  Application Integration、
B2B Integration、 Business Process Management、 Data Integration の各機能につい
て説明します。

このマニュアルは、 WebLogic Integration の概要、 および WebLogic Integration 
の機能を統合ソ リ ューシ ョ ンの設計、 開発、 デプロイ メ ン ト のさまざまな段階で

どのよ うに使用するかについて説明した 4 冊のマニュアル シ リーズの最初に位
置するものです。 したがって、 まずこのマニュアルで  WebLogic Integration の機
能を包括的に理解してから、 以下に挙げる  3 冊のマニュアルに進んでください。

� 『WebLogic Integration チュート リ アル』 －サンプル統合アプリ ケーシ ョ ンに
ついて説明したマニュアルです。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンは、 ビジネ
ス  パートナを接続し、 複数のビジネス  プロセスを自動化し、 バッ クエンド
のエンタープライズ情報システムを統合するサプラ イチェーン ハブです。 こ
のマニュアルでは、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの設定および実行方法と、
WebLogic Integration を使用して統合ソ リ ューシ ョ ンを構築および開発する
方法について学習します。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計』 － WebLogic Integration ソ
リ ューシ ョ ンの設計および構築方法について説明したマニュアルです。 この

マニュアルでは、 推奨されるベス ト  プラ クテ ィ スに従った優れた設計原理に
ついて学習します。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 －統合ソ リ ュー
シ ョ ンを開発からプロダクシ ョ ン環境に移行する方法について説明したマ

ニュアルです。 このマニュアルでは、 統合アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィ グ

レーシ ョ ン、 スケーリ ング、 移植、 およびパフォーマンス  チューニングにつ
いて学習します。

これらのマニュアルの内容を理解したら、 WebLogic Integration の機能に関する
詳細マニュアルに進んでください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。
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� 第 1 章 「E ビジネス統合への道」 では、 E ビジネスが直面している一般的な
統合問題、 統合の成功を妨げる障害、 およびこれらの統合問題を解決するた

めに WebLogic Integration が提供する機能について説明します。

� 第 2 章 「Business Process Management」 では、 システム、 アプ リ ケーシ ョ

ン、 および人間にまたがる複雑なエンタープライズ レベルの E ビジネス  プ
ロセスを開発およびモニタするための機能について説明します。

� 第 3 章 「Application Integration」 では、 エンタープライズ システム （ERP、
CRM、 従来のメ インフレームなど） の統合を可能にする、 統合フレームワー

ク、 Adapter Development Kit、 およびその他の機能について説明します。

� 第 4 章 「B2B Integration」 では、 XML ベースのメ ッセージの作成、 ルー

ティ ング、 および管理によって ト レーディ ング パートナ間の協調的商取引を

簡素化する機能について説明します。

� 第 5 章 「Data Integration」 では、 データ型の変換 （バイナ リから  XML へな

ど）、 および Contivo Analyst のデータ  マッピング機能を使用した  XML ド
キュ メ ン トの ト ランスフォーメーシ ョ ンを可能にする機能について説明しま

す。

� 付録 A 「ドキュ メン ト  ロードマップ」 では、 WebLogic Integration の機能に

関する詳細マニュアルをタスク別に紹介します。

対象読者

このマニュアルは、 統合チームの次のメ ンバーを対象と しています。

� 統合スペシャ リ ス ト  － 統合設計作業の リーダーです。 統合スペシャ リ ス ト

は、統合プロジェ ク トのビジネス上および技術上の要件を定義し、 WebLogic 
Integration の特定の機能を実装する統合ソ リ ューシ ョ ンを設計するための専

門技術を持っています。 統合スペシャ リ ス トのスキルには、 ビジネスおよび

技術分析、 アーキテクチャ設計、 プロジェク ト管理、 WebLogic Integration 
製品の知識などが含まれます。

� ビジネス アナリ ス ト－組織のビジネス プロセス、 手順、 方針、 ビジネス 
ルール、 およびリ ソースに関する専門知識を提供します。 ビジネス  アナリ ス

ト のスキルには、 ビジネス解析、 プロセスの設計とモデル化、 事業の知識な

どが含まれます。
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� テクニカル アナリ ス ト－組織の情報技術インフラス ト ラ クチャ （電気通信、

オペレーティ ング システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 データ  リポジ ト リ 、 将来
技術、 IT 組織など） に関する専門技術を提供します。 テクニカル アナリ ス
トのスキルには、 技術解析、 アプ リ ケーシ ョ ン設計、 情報システムの知識な

どが含まれます。

� エンタープラ イズ情報システム （EIS） スペシャ リ ス ト－ WebLogic 
Integration アダプタを使用して統合するシステムに関する ド メ イン技術を提
供します。 EIS スペシャ リ ス トのスキルには、 技術解析やアプリ ケーシ ョ ン
統合設計などが含まれます。

� システム管理者－組織にデプロイ されているデータベース とアプ リ ケーシ ョ

ンに関する深い技術知識と運用知識を提供します。 システム管理者のスキル

には、 容量解析と負荷解析、 パフォーマンスの解析とチューニング、 デプロ

イ メ ン ト  ト ポロジ、 サポート  プランニングなどが含まれます。

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA WebLogic Integration 7.0 のドキュ メン ト を
ご使用の旨をお書き添えください。

本バージ ョ ンの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ 
サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法について
は、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されて
います。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号
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� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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1 E ビジネス統合への道

今日、 企業はさまざまな環境で事業を展開しています。 これらの企業は、 社内と

社外のさ まざまなク ライアン ト とやり取り し、 異なるシステムとプロセスに依存

してビジネス  アクテ ィ ビテ ィ を遂行しています。 こ う した環境に置かれている
企業は、 統合とい う課題に直面します。 企業は、 自社のリ ソースを最大化するた

めに、 内部のシステムとプロセスを結合して運営効率を高め、 これらのシステム

とプロセスを ト レーディ ング  パートナにまで拡張して収益を増やそう と努めま
す。

WebLogic Integration は、 企業が新しいアプ リ ケーシ ョ ンを開発し、 それらを既
存システムに統合し、 ビジネス  プロセスを効率化し、 ト レーディ ング  パートナ
に接続するための機能を提供する、 単一の統合化されたプラ ッ ト フォームです。

WebLogic Integration を使用する と、 企業はアプ リ ケーシ ョ ン統合のためのエン
タープラ イズ アダプタ、 ト レーディング  パートナ間のコラボレーシ ョ ン協定、
およびビジネス  プロセスを統合して、 エンド  ツー エンドのビジネス統合を実現
する複合アプリ ケーシ ョ ンを開発できます。

この章では、 WebLogic Integration の紹介と して、 まず現在のビジネス  システム
を見ていき、 次にこれらのシステムを統合するために  WebLogic Integration が提
供する機能を見ていきます。 以降の節では、 以下のト ピッ クについて説明しま

す。

� 統合の課題

� 統合ソ リ ューシ ョ ン

� BEA WebLogic Integration
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1 E ビジネス統合への道
統合の課題

現代のビジネス  システムは、 Web ベース、 ワイヤレス、 カスタム メ イ ド、 商取
引、 および従来のアプリ ケーシ ョ ンが複雑に混ざ り合ったものです。 これらのシ

ステムの多く 、 特に従来のアプリ ケーシ ョ ンは深く根付いており、 開発、 デプロ

イ メ ン ト 、 ト レーニング、 およびメ ンテナンスへの膨大な投資を象徴していま

す。

図 1-1   現在のビジネス システム

図 1-1 に示すよ うに、 エンタープライズを動かすビジネス システムは、以下の特
性の一部または全部を備えています。

� FTP、 TCP/IP、 HTTP、 IIOP、 SOAP などのさ まざまな通信プロ ト コルを使
用します。

� CORBA、 RMI、 DCOM などのさ まざまな標準とアーキテクチャに基づく、
分散コンピューテ ィング向けの ミ ドルウェア アプリ ケーシ ョ ンが含まれま
す。

� バイナリ、 リ レーシ ョナル、 独自仕様、 XML などの幅広い種類のデータ  
フォーマッ ト をサポート します。

� C、 Cobol、 JCL などの異なる実装技術が含まれます。

� Microsoft Windows、 UNIX、 VAX/VMS、 S/390 などのさ まざまなプラ ッ ト
フォームで実行されます。
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統合ソ リ ューシ ョ ン
こ う したさまざまなシステムとプロセスを最大限に活用するために、 企業は自社

の内部システムと ト レーディ ング  パートナのシステムを統合して複雑なビジネ
ス関係を管理するための統合ソ リ ューシ ョ ンを求めています。

統合ソリューショ ン

統合ソ リ ューシ ョ ンは、 エンタープライズ内とエンタープライズ間の 2 種類の統
合を処理します。 エンタープライズ内統合では、 図 1-1 に示したさまざまな種類
のアプリ ケーシ ョ ン、 およびそれら と会話する内部ビジネス  プロセスを リ ンク
します。 また、 さまざまなシステム間のデータのマッピングも行います。

一方、 エンタープライズ間統合では、 企業の内部データ とプロセスを顧客と他の

企業にリ ンクするこ とによって、 それらのデータ とプロセスを拡張します。 この

よ う な統合によ り、 異種のエンタープラ イズど う しが複雑で長期にわたるさまざ
まなビジネス  ト ランザクシ ョ ンで会話できるよ うにな り ます。

BEA WebLogic Integration

WebLogic Integration は、 エンタープライズ内のビジネス  システムを統合し、 こ
れらのシステムをコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の下で ト レーディ ング  パー
トナにリ ンクするための機能を提供する、 単一の統合化されたプラ ッ ト フォーム

です。
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1 E ビジネス統合への道
図 1-2   BEA WebLogic Integration

この機能の基盤となるのは、業界を リードする  J2EE アプリ ケーシ ョ ン  サーバの 
BEA WebLogic Server です。 WebLogic Server は、 セキュ リ テ ィ、 フォールト  ト
レ ランス、 永続性、 ク ラスタ リ ングなど、 統合ソ リ ューシ ョ ンの開発に不可欠な

インフラス ト ラ クチャを提供します。

WebLogic Integration は、 次の機能を提供する こ とによって、 エンタープライズ
内統合とエンタープラ イズ間統合を実現します。

� Business Process Management

� Application Integration

� B2B Integration

� Data Integration

以降の節では、 これらの機能のそれぞれについて主要な特長を説明します。

Business Process Management

WebLogic Integration の Business Process Management 機能を使用する と、 統合ス
ペシャ リ ス トは、 既存のエンタープラ イズ システム、 ク ロスエンタープライズ  
アプリ ケーシ ョ ン、 および意思決定者を統合する複雑な E ビジネス  プロセスを
開発、 実行、 および管理できます。 次の表に、 Business Process Management の主
要な機能を示します。
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表 1-1  Business Process Management の機能

主要機能 説明

ビジネス  プロセスの設計、 モニタ、
および実行時会話

WebLogic Integration Studio は、 統合スペ
シャ リ ス トがビジネス  プロセスを設計お
よびモニタし、 実行中のプロセス と会話す

るために使用する機能を提供する。

ビジネス  プロセス との実行時会話 WebLogic Integration Worklist を使用する
と、 エン ド  ユーザは実行中のビジネス  プ
ロセス と会話できる。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプ リケー
シ ョ ンは WebLogic Integration リ
リース  7.0 よ り非推奨とな り まし
た。 代替機能に関する詳細につい

ては、 『WebLogic Integration リ
リース  ノー ト 』 を参照して くださ

い。

BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン
開発用 API

以下に示すさまざまなカスタム  ク ラ イア
ン ト  アプリ ケーシ ョ ンの開発に使用する。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ク ラ イアン ト

� 設計クラ イアン ト

� 実行時管理クラ イアン ト

� モニタ  ク ラ イアン ト

プラグイン フレームワーク 以下のこ とを実現するソフ ト ウェア。

� ワークフロー コンポーネン トのデフォ
ルト設計または実行時動作を拡張する

プラグインの開発

� WebLogic Integration の他の領域の機
能とビジネス  プロセスの統合

サンプル ビジネス  プロセス Studio を使用してビジネス  プロセスを設
計する方法、 およびプラグインを開発する

方法を示したサンプル。
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1 E ビジネス統合への道
Application Integration

WebLogic Integration の Application Integration 機能は、 既存の内部エンタープラ
イズ システム間の統合、 およびこれらのシステムと新しい  E ビジネス  アプ リ
ケーシ ョ ンの統合を大幅に簡素化します。 次の表に、 Application Integration の主
要な機能を示します。

B2B Integration

WebLogic Integration の B2B Integration 機能は、 インターネッ ト上での ト レー
ディ ング パートナの統合、および EDI 環境と  WebLogic Integration の統合を実現
します。 次の表に、 B2B Integration の主要な機能を示します。

表 1-2  Application Integration の機能

主要機能 説明

Application Integration フレームワー
ク

� J2EE コネク タ  アーキテクチャ （J2EE 
CA） ベースのアダプタをホス トするた
めの標準ベース  アーキテクチャ

� アプ リケーシ ョ ン  ビューを開発および管
理するための Application View Console

ビジネス  プロセス との統合 アプ リケーシ ョ ン  ビューとビジネス  プロセ
スの統合を実現するプラグイン フレーム
ワーク。

Adapter Developer Kit （ADK） 開発者が J2EE CA 準拠アダプタを開発する
ために使用できるフレームワークを集めた

もの。

サンプル アダプタ J2EE CA 準拠のサンプル アダプタ。 このサ
ンプルを利用して、開発者は ADK を使用し
てアダプタを開発する方法を学習できる。
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表 1-3  B2B Integration の機能

主要機能 説明

B2B Integration フレームワーク � ト レーディング パートナ間のコ ラボレー
シ ョ ンをサポー トする メ ッセージング、

接続性、 およびビジネス  プロ ト コルの
サービス

� 会話、 ト レーディング パートナ、 コ ラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメン ト 、 ビジネス  
プロ ト コルなどのコンフ ィグレーシ ョ ン

と管理を行うための B2B Console

ビジネス  プロセス との統合 ト レーディング パートナ会話とビジネス  プ
ロセスの統合を実現するプラグイン  フレー
ムワーク。

B2B アプ リケーシ ョ ン開発用の API 
と ロジッ ク  プラグイン

� カスタムの管理およびメ ッセージング  ア
プ リ ケーシ ョ ンの開発、 およびメ ッセー

ジ  ロギングを可能にする  API

� ビジネス  メ ッセージの特殊処理を可能に
するロジッ ク  プラグイン

サンプル アプリ ケーシ ョ ン 開発者が B2B Integration ソ リ ューシ ョ ンを
モデル化するために使用できるサンプル。

ビジネス  プロ ト コルのサポート RosettaNet、 cXML、 ebXML、 および 
XOCP のサポート。

注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ
ト コルは、 WebLogic Integration の
本リ リースよ り非推奨にな り まし

た。 代替機能に関する詳細につい

ては、 『WebLogic Integration リ リー
ス  ノー ト 』 を参照して ください。

EDI 統合 EDI 対応システムの Power.Enterprise! を組
み込んで WebLogic Integration と  EDI 環境
を統合するための機能。
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1 E ビジネス統合への道
Data Integration

WebLogic Integration の Data Integration 機能は、 バイナ リ  データの XML への変
換、 および XML 文法の ト ランスフォーメーシ ョ ンを可能にします。 次の表に、
Data Integration の主要な機能を示します。

表 1-4  Data Integration の機能

主要機能 説明

データ変換 � バイナ リ  データから  XML への変換、 ま
たはその逆を実現

� バイナ リ -XML マップを開発するための 
Format Builder ツール

データ変換サンプル ワークフロー アクシ ョ ンを使用したデータ
変換のサンプル。

データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン � ある  XML 文法から別の XML 文法への
ト ランスフォーメーシ ョ ンを実現

� XML 文法をマップする  XSL ス タイル
シート を開発するための Contivo Analyst

ビジネス  プロセス との統合 � データ変換機能とビジネス  プロセスの統
合を実現するプラグイン  フレームワーク

� データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン機能と
ビジネス  プロセスの統合を実現する  
XSL Transform ワークフロー アクシ ョ ン
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ビジネス  プロセスは、 企業の成功に不可欠なものです。 ビジネス  プロセスは、
全社レベルのタスク、 アクシ ョ ン、 およびイベン ト を、 ビジネス  アクテ ィ ビ
テ ィ を押し進める連続的なフローに統合します。 ビジネス  プロセスには、 単に
異なる部門間の会話を調整する内部的なものと、 ト レーディング  パートナ間の
コラボレーシ ョ ンを管理するパブリ ッ クなものがあ り ます。 またビジネス  プロ
セスには、 1 つの ト ランザクシ ョ ン と同じ く らい短いものもあれば、 数日または
数週間にわたる長期のものもあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン、 システム、 およびユーザを単一の統合化されたソ リ ューシ ョ

ンに統合するための鍵は、 ビジネス  プロセスを管理する能力です。 WebLogic 
Integration は、 エンタープライズの内部のさ まざまなアプリ ケーシ ョ ンを  1 つの
システムに統合し、 かつエンタープライズの外部のト レーディ ング  パートナ間
の情報交換を調整するための包括的な機能を提供します。

以下の節では、 WebLogic Integration に用意されている  Business Process 
Management (BPM) 機能について説明します。

� ビジネス  プロセスの開発

� 実行時の統合

� BPM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン用の API

� プラグイン フレームワーク

� サンプル ビジネス  プロセス
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2 Business Process Management
ビジネス プロセスの開発

WebLogic Integration は、 アプ リ ケーシ ョ ン、 システム、 ユーザに及ぶ複雑なエ
ンタープラ イズ レベルのプロセスを設計、 実行、 およびモニタするために必要
な機能を提供します。 WebLogic Integration には、 エンタープライズ全体のビジ
ネス  プロセスの実行を管理する  Java ベースのプロセス  エンジンが組み込まれて
います。

図 2-1   Business Process Management の機能

設計

統合スペシャ リ ス トは、 WebLogic Integration Studio を使用してプロセスを設計
します。 Studio には、 使い慣れたフローチャー ト要素を使用してワークフローを
モデル化できるグラフ ィカル インタフェースが用意されています。 ワークフ
ローは、 ビジネス  プロセスをグラフ ィカルに表現したものです。
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ビジネス プロセスの開発
図 2-2   WebLogic Integration Studio

ワークフローをモデル化するには、 統合スペシャ リ ス トはまず必要な要素を特定

します。 次に、 Studio を使用してプロセス  フローを定義し、 個々の要素を適切
な順序に配列して、 ワークフロー テンプレー ト定義を作成します。 Studio で作
成したテンプレー ト定義は、 テンプレート  ス ト アに保存されます。 テンプレー
ト  ス ト アは、 Oracle や SQL Server などの JDBC データベースを通じて実装され
ます。

テンプレー ト定義には、 ノード と呼ばれる幾何学シェイプが含まれます。 ノード

は、 すべての必須アクティ ビテ ィが適切な順序でリ ンク されたビジネス  プロセ
ス  フローをグラフ ィ カルに表します。 WebLogic Integration Studio には、 以下の
ノードが用意されています。

表 2-1  ワークフロー ノード

シェイプ 名前 説明

開始 ワークフローの始ま り。
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ノードには、 アクシ ョ ンを組み込むこ とができます。 アクシ ョ ンは、 ワークフ

ロー内のノードがアクテ ィブ化される と きに実行される作業単位です。 Studio に
は、 さ まざまなアクシ ョ ンが用意されています。 ワークフローを開始などのアク

シ ョ ンを使用する と、 ワークフロー全体を管理できます。 他のアクシ ョ ンは、図 
2-1 に示すよ うに、 ワークフローと外部のソフ ト ウェアを統合できます。 たとえ
ば、 アクシ ョ ンが EJB メ ソ ッ ドを呼び出した り、 XML メ ッセージを別のアプリ
ケーシ ョ ンに送信した りする場合などです。

パブリ ック ビジネス プロセスとプライベート  ビジネス プロ
セス

Studio を使用する と、 統合スペシャ リ ス トはパブリ ッ ク  ビジネス プロセス とプ
ライベート  ビジネス  プロセスの両方を開発できます。 B2B Integration 環境では、
パブリ ッ ク  プロセスは協調的 プロセス と も呼ばれます。 Studio を使用してパブ

タス ク ワークフロー内の作業単位または独立したアク

テ ィビテ ィ。

分岐 評価される必要があるワークフロー内の条件。

イベン ト XML メ ッセージの受信によってアクテ ィブ化でき
る待機状態。

And 結合 ワークフローの 2 本の異なるパスの結合。 フローを
継続するには、 両方のパスを完了する必要がある。

Or 結合 ワークフローの 2 本の異なるパスの結合。 フローを
継続するには、 いずれかのパスを完了する必要が

ある。

完了 ワークフローの最後。

表 2-1  ワークフロー ノード

シェイプ 名前 説明
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ビジネス プロセスの開発
リ ッ ク  プロセスを開発するには、 B2B Integration プラグインをインス トールす
る必要があ り ます。 B2B Integration プラグインの詳細については、 2-8 ページの
「プラグイン フレームワーク」 を参照して ください。

図 2-3   パブリック プロセスとプライベート  プロセス

パブ リ ッ ク  プロセスは、 ト レーディング  パートナ間のビジネス  メ ッセージの交
換を調整するこ とによって、 協調的な企業間協定に基づく ト レーディ ング  パー
トナ間の会話を実現します。 これらのエンタープラ イズ間プロセスには、 プラ イ

ベート  プロセスの要件を上回る独自の要件が存在します。 これらのプロセスの
設計と管理は、 ト レーディ ング  パートナのアグ リーメ ン トによって決ま り ます。

パブ リ ッ ク  プロセスは、 パートナによって交換される メ ッセージのコンテンツ

とセマンティ クスを定義した正式な契約の一部であ り、 業界または業界区分全体

で標準化される場合があ り ます。

プライベート  プロセスは、 エンタープライズの内部のプロセスです。 これらは

エンタープラ イズの外部には公開されず、 顧客または ト レーディング  パートナ

が直接これら と会話するこ とはあ り ません。 プライベート  プロセスでエンター
プライズとその顧客間の会話を処理する場合もあ り ますが、 こ う した会話は 
Web サイ ト を介して行われます。 たとえば、 Web サイ ト上でコンピュータを注

文する と、 在庫チェ ッ ク、 クレジッ ト  カードの検証、 確認の電子メールの送信、

注文品の製造、 注文品の出荷などのタスクを実行するプライベート  プロセスが
開始されます。
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実行

基盤となるプロセス エンジンは、 ビジネス  プロセスの実行を管理して、 所定の

プロセス要素を自動的に順序付けおよび実装します。 実行の間、 データの表現に

は XML が使用され、 ワークフローと他のアプ リ ケーシ ョ ン間のメ ッセージング

には JMS が使用されます。

図 2-1 に示すよ うに、 ビジネス  プロセスはその設計に応じていくつかの方法で開

始するこ とができます。 具体的には、 以下の方法で開始されます。

� アプリ ケーシ ョ ンまたは別のフレームワークによって呼び出されます。

� WebLogic Integration Worklist などのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを使用

するユーザによって手動で呼び出されます。

� XML メ ッセージ形式のイベン ト通知を受信したと きに開始されます。 XML 
メ ッセージは、 アプ リ ケーシ ョ ン、 別のワークフロー、 または ト レーディン

グ  パートナから送信されます。

� 定義済みの日付と時刻で自動的に開始されます。

実行時に、 ワークフローはワークフロー インスタンスに変換されます。 どの
ワークフローでも、 複数のインスタンスを同時に実行できます。 実行中のワーク

フロー インスタンスは、 インスタンス  ス ト アに保存されます。 インスタンス  ス
ト アは、Oracle や SQL Server などの JDBC データベースを通じて実装されます。

モニタと最適化

Studio を使用する と、 統合スペシャ リ ス トはプロセスを リ アルタイムに参照し、
実行時の統計をレポート用に収集するこ とによって、 ビジネス  プロセスの効果
を常時モニタできます。 統合スペシャ リ ス トは、 このデータを利用するこ とに

よって、 プロセスを評価し、 パフォーマンス と スループッ ト を最適化し、 稼働時

間を増加させるこ とができます。 また、 このデータを利用する と、 実行中のビジ

ネス  プロセスを不必要に中断せずに修正できます。
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実行時の統合
実行時の統合

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

人間が開始または終了するよ うに設計されるビジネス  プロセスや、 人間が実行
する必要があるタスクが組み込まれるビジネス  プロセスもあ り ます。 これらの
タスクには、 裁量による決定、 例外処理、 問題の ト ラブルシューティ ングが含ま

れる場合があ り ます。 WebLogic Integration には、 プロセスの開始と終了、 およ
び実行中のプロセス との会話を行う ための  Worklist とい う アプ リ ケーシ ョ ンが
用意されています。 Worklist を使用する と、 ユーザは自分に割 り当てられたビジ
ネス  プロセス タスク （顧客の信用限度に関する決定など） を処理した り、 プロ

セスからのメ ッセージに応答した りできます。

図 2-4   WebLogic Integration Worklist
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BPM クライアン ト  アプリケーシ ョン用の 
API

WebLogic Integration は、 開発者が以下の種類のカスタム ク ラ イアン ト  アプリ
ケーシ ョ ンを作成するために使用できるアプ リ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング イン
タフェース （API） を提供します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ク ラ イアン ト  － エンド  ユーザはセキュ リ テ ィ  レル
ム、 ビジネス オペレーシ ョ ン、 イベン ト  キー、 およびビジネス  カレンダー
をコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 Studio は API を使用してそのコンフ ィグ
レーシ ョ ン機能を実装します。

� 設計ク ライアン ト  － エンド  ユーザはさまざまなワークフロー設計タスクを
実行できます。 たとえば、 ワークフロー テンプレート定義の開発、 ワークフ
ロー ノードの作成、 ワークフロー データのインポート とエクスポート など
です。 Studio は API を使用してその設計時機能を実装します。

� モニタ  ク ラ イアン ト  － エンド  ユーザはビジネス  プロセスを リ アル タイム
でモニタし、 実行時の統計をレポート用に収集できます。 Studio は API を使
用してそのワークフロー モニタ機能を実装します。

� 実行時統合ク ラ イアン ト  － エンド  ユーザはワークフロー統合タスクを実行
できます。 たとえば、 ワークフローの開始と終了や、 自分に割 り当てられた
ワークフロー タスクの実行などです。 Worklist は API を使用してその実行
時会話機能を実装します。

 プラグイン フレームワーク

WebLogic Integration には、 プラグインの開発をサポートするフレームワークが
含まれています。 プラグインは、 WebLogic Integration の Business Process 
Management 機能を拡張する  Java ク ラスです。 開発者は、 プラグイン フレーム
ワークを使用して他の製品と技術を WebLogic Integration 環境に統合できます。
また、 プラグインを使用する と、 開発者は Studio で使用できる以下のワークフ
ロー コンポーネン トのデフォル ト設計または実行時の動作を修正できます。
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プラグイン  フレームワーク
� 開始、 イベン ト 、 および完了ノード

� Task アクシ ョ ン

� ワークフロー テンプレー ト とテンプレー ト定義のプロパティ

� 関数

� メ ッセージ タイプ

� 変数タイプ

WebLogic Integration には、 統合スペシャ リ ス トが WebLogic Integration の他の
領域の機能とビジネス  プロセスを統合するために使用できる以下のプラグイン
も用意されています。

� Application Integration プラグイン － Studio から  WebLogic Server によって
デプロイ された  アプリ ケーシ ョ ン ビューへのアクセスを提供します。 アプ
リ ケーシ ョ ン  ビューは、 エンタープラ イズのシステムとデータへのアクセス
を定義します。 統合スペシャ リ ス トは、 ワークフロー ノードにアクシ ョ ンを
定義し、 そのアクシ ョ ンによってアプリ ケーシ ョ ン  ビューを呼び出してエン
タープラ イズのシステムとデータにアクセスするよ うにできます。 アプ リ

ケーシ ョ ン ビューの詳細については、 第 3 章 「Application Integration」 を参
照して ください。

� B2B Integration プラグイン － ワークフロー アクシ ョ ンを提供し、 Studio の
ワークフロー ノードのプロパティ を拡張して  B2B 統合環境で使用できるよ
うにします。 統合スペシャ リ ス トは、 これらのアクシ ョ ン と拡張されたノー

ド  プロパテ ィ を使用して、 会話内の各ロールを実装するパブ リ ッ ク  ワーク
フローを作成できます。 パブリ ッ ク  プロセス  ロール、 および会話の詳細に
ついては、 第 4 章 「B2B Integration」 を参照して ください。

� Data Integration プラグイン － バイナリ  データを XML に、 またはその逆に
変換するためのワークフロー アクシ ョ ン と、 変換中にバイナリ  データを保
持するバイナリ変数タイプを  Studio に提供します。 統合スペシャ リ ス ト は、
ワークフロー ノードにこれらのアクシ ョ ンを指定して、 データ変換を実行で
きます。 バイナ リ  データの XML への変換については、 第 5 章 「Data 
Integration」 を参照して ください。
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サンプル ビジネス プロセス

WebLogic Integration には、 Studio を使用してビジネス  プロセスを設計する方
法、および WebLogic Integration の Business Process Management 機能を拡張する
プラグインを開発する方法を示したサンプルが用意されています。

受注

受注サンプルは、 注文処理、 納品、 および注文処理ト リガの 3 つのワークフロー
で構成されています。 これらのワークフローは、 最もよ く使用される  Studio の
機能の多 く を表したものです。 これらのワークフローはすぐに使用できるバー

ジ ョ ンにパッケージ化されているので、 統合スペシャ リ ス ト とアナ リ ス トはこれ

らをワークフローのデモ用に使用できます。 WebLogic Integration のドキュ メ ン
ト には、 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』 とい うチュート リ アル
が用意されています。 このチュー ト リ アルでは、 ワークフローについて、 および

統合スペシャ リ ス トが Studio を使用してそれらを開発する方法について説明し
ています。

プラグイン

サンプル プラグインは受注サンプルをベース と しており、 注文処理と納品の 2 
つのワークフローで構成されています。 これらのワークフローは、 特定のワーク

フロー ノードのデフォル ト機能をどのよ うに拡張できるかを示したものです。
たとえば、 注文処理ワークフローの開始ノードには、 ワークフローがカスタム 
イベン ト によってどのよ うに ト リガされるのかを示すプラグイン定義のイベン ト

が含まれています。 プラグインを使用する場合、 開始ノードはカスタム XML イ
ベン トによってのみト リガされ、 開始ノードに定義されているデフォル ト  メ
ソ ッ ドによっては ト リガされません。
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歴史的に見て、 従来のメ インフレーム システムなどのエンタープライズ情報シ
ステム （EIS）、 および近年の商取引アプリ ケーシ ョ ン （ERP や CRM など） は、
現代の IT 環境の中核であ り続け、 全社レベルのビジネス機能を推進し、 エン
タープラ イズ業務に不可欠なデータを提供してきました。 現在でも、 これらのシ

ステムは多 くの企業にとって重要なものですが、 これらは企業が依存する唯一の

システムではな くなっています。 E ビジネス環境では、 これらのシステムは相互
にリ ンク されているだけではな く、 世界中の顧客、 サプライヤ、 および ト レー

ディ ング  パートナによる リ アルタイムの情報交換を実現する  Web アプリ ケー
シ ョ ンと ワイヤレス  アプリ ケーシ ョ ンにも リ ンク される必要があ り ます。

こ う した要求を満たすために、 WebLogic Integration は、 アダプタを使用するこ
とによってエンタープラ イズ内統合を実現する  Application Integration フレーム
ワークを提供します。 また、 WebLogic Integration には、 企業がカスタム  アダプ
タを作成するために使用できる  Adapter Developer Kit (ADK) も用意されていま
す。 アダプタを使用する と、 企業は元のアプリ ケーシ ョ ン とデータ構造を変える

こ とな く、 接続されたアプ リ ケーシ ョ ン間でデータ と ビジネス  プロセスを共有
できます。

以下の節では、 WebLogic Integration が提供する  Application Integration 機能につ
いて説明します。

� Application Integration フレームワーク

� ビジネス  プロセス との統合

� Adapter Development Kit

� サンプル DBMS アダプタ
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Application Integration フレームワーク

Application Integration フレームワークは、 異なるエンタープライズ  システムの
統合を可能にする以下の主要機能を提供します。

� エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Server に接続する  J2EE コ
ネク タ  アーキテクチャ （J2EE CA） ベースのアダプタをホス トするための標
準ベース アーキテクチャ

� イベン ト  アダプタ とサービス  アダプタ用のアプリ ケーシ ョ ン  ビュー

以下の節では、 これらの機能について個別に説明します。

J2EE CA ベース アダプタのホスティング

エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン統合への従来のアプローチは、 個々のシス
テムを相互に接続する、 つま り、 システムを物理的に直結する こ とです。 このア

プローチは、 複雑さを伴います。 異なるシステムを接続するには、 それぞれの独

自技術に関する低レベルの知識が必要となるからです。 この複雑さを取 り除くに

は、 アダプタを使用します。

図 3-1   EIS アダプタ
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Application Integration フレームワーク
アダプタは、 アプ リ ケーシ ョ ンがエンタープライズ データにプログラム的にア
クセスするために使用できるソフ ト ウェア  コンポーネン トです。 たとえば、 ア
ダプタは Java ク ラスを使用してエンタープライズ  データを表した り、 アプ リ
ケーシ ョ ンがデータにアクセスするために呼び出せる メ ソ ッ ドを提供した りでき

ます。 アプ リ ケーシ ョ ンがアクセス  メ ソ ッ ドを呼び出すと、 アダプタはそのメ
ソ ッ ドを実行してエンタープライズ  データを検索します。

J2EE や XML などの標準の幅広い採用は、 アダプタ開発の標準アプローチの下
地とな り ました。 おそら く、 これらのアプ リ ケーシ ョ ン統合における標準の中で

最も重要なものは J2EE コネク タ  アーキテクチャ （CA） です。 J2EE CA は、 従
来のメ インフレーム  アプリ ケーシ ョ ン （CICS など） からパッケージ アプリ ケー
シ ョ ン （PeopleSoft、 Siebel、 SAP など） までのすべての種類のアプリ ケーシ ョ
ン用のアダプタを開発するための標準アプローチです。 J2EE CA などの標準を
採用する と、 企業は WebLogic Server などの J2EE 準拠アプ リ ケーシ ョ ン サーバ
で動作するアダプタを開発できます。

WebLogic Integration は、 J2EE CA ベース  アダプタをホス トするための標準ベー
ス  アーキテクチャを提供する こ とによって、 その Application Integration フレー
ムワークで標準アプローチを採用しています。 ADK を使用する と、 開発者は 
J2EE CA 準拠のアダプタを構築し、 統合フレームワークでそれらをデプロイ し
て、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンを WebLogic Server に接続できます。

アプリケーション ビュー

統合フレームワークは、 既存の情報システムをビジネス  サービス と して公開で
きる呼び出し機能をエンタープライズ システムに提供するこ とで、 プログラマ
ティ ッ ク  アクセス  アダプタの一歩先を行きます。 この呼び出しをアダプタのア
プリ ケーシ ョ ン ビューと呼びます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 統合スペシャ
リ ス ト がアダプタに定義されているプログラム的な詳細を考慮するこ とな くエン

タープラ イズ データにアクセスするためのビジネス指向の方法を提供します。
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3 Application Integration
図 3-2   アダプタとアプリケーション ビュー

アプリ ケーシ ョ ン ビューの背後にある概念は非常に単純です。 まず、 開発者は
エンタープライズ システムを  WebLogic Server に接続するアダプタをコーディン
グします。 アダプタは、 エンタープラ イズ  データにアクセスするアプ リ ケー
シ ョ ンの機能を公開します。 アダプタが公開する機能は、 たとえば SQL 文を使
用してデータベース内のレコードを更新した り、 BAPI または IDOC インタ
フェースを使用して SAP システムから情報を要求した り します。 次に、 ビジネ
ス  アナリ ス トは開発者と共同して、 WebLogic Integration の Applicaton View 
Console を使用してアダプタのアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを定義します。
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Application Integration フレームワーク
図 3-3   WebLogic Integration Application View Console
 

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 アダプタ内の技術的な詳細を抽象化します。 この
ため、 ビジネス  アナリ ス トは、 アダプタによって公開されるエンタープライズ 
アプ リ ケーシ ョ ンの機能を、 技術的な実装を考慮する こ とな く呼び出すこ とがで

きます。 たとえば、 SQL 文を使用してデータベース上のレコードを更新するた
めに、 ビジネス  アナリ ス トは UpdateRecords とい う アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを
定義できます。 EIS スペシャ リ ス トはデータベース  レコードを更新する  SQL 文
を提供し、 それらをアプリ ケーシ ョ ン  ビュー定義に組み込みます。

実行時に、 UpdateRecords アプリ ケーシ ョ ン ビューはビジネス  プロセスからの 
XML メ ッセージによって呼び出されます。 このアプリ ケーシ ョ ン  ビューはアダ
プタを呼び出し、 SQL 文をそのアダプタに渡します。 アダプタはエンタープラ
イズ データにアクセスし、その結果を UpdateRecords アプリ ケーシ ョ ン ビュー
に返します。 このアプリ ケーシ ョ ン  ビューは、 その結果を別の XML メ ッセージ
と してビジネス  プロセスに返します。
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アプリケーション ビューのメ リ ッ ト

アプリ ケーシ ョ ン ビューを使用する と、 既存のエンタープライズ アプリ ケー
シ ョ ンを、 XML データを入力と して受け付け、 XML データを出力と して返す
ビジネス サービス と して公開できます。XML をエンタープラ イズ データを表す
ための共通フォーマッ ト と して使用する と、 異なるシステムを同じよ う な方法で

扱 う こ とができます。 SAP システムとの統合と  Siebel システムとの統合の基本
的な違いは、 ビジネス  アナリ ス トの視点から見た場合、 XML メ ッセージの内容
です。 統合されるシステムの技術的な詳細が透過的になるため、 ビジネス  アナ
リ ス トはビジネス問題を解決するために呼び出されるビジネス  サービスに集中
できます。

アプリケーション ビューのサービスとイベン ト

アダプタは、 サービスまたはイベン ト  アダプタ と して開発できます。 サービス  
アダプタは、 接続されるエンタープラ イズ システムの特定の機能を呼び出しま
す。 イベン ト  アダプタは、 情報をエンタープライズ  システムから統合環境に伝
播します。 企業は、 各アプリ ケーシ ョ ン ビュー定義にサービス と イベン ト を好
きなだけ追加して、 WebLogic Server と対象エンタープラ イズ システム間の特定
の種類の ト ランザクシ ョ ンをサポートできます。

図 3-4   アプリケーション ビューのサービスとイベント
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ビジネス プロセスとの統合
アプ リ ケーシ ョ ン ビューに追加された各イベン トは、 特定のエンタープライズ  
アプ リ ケーシ ョ ン状態に応答します。 特定のイベン ト が ト リガされる と、 イベン

ト  アダプタはエンタープライズ  システムから イベン ト に関するデータを抽出し、
アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用してそのデータを  XML ドキュ メ ン ト と して 
WebLogic Integration 環境に伝播します。

同様に、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに追加された各サービスは、 エンタープライ
ズ システムの特定の機能を表します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューが特定のサービ
スにマップされる  XML ドキュ メ ン ト を受け取る と、 そのアプリ ケーシ ョ ン 
ビューはサービス  アダプタを使用してエンタープライズ システムの対応する機
能を呼び出します。 エンタープライズ  システムは、 その設計方法によって、
サービスに応答を送信する場合と送信しない場合があ り ます。

ビジネス プロセスとの統合

WebLogic Integration には、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューと ビジネス  プロセスの統合
を可能にするプラグイン  フレームワークが用意されています。 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューと ビジネス  プロセスを統合するには、 統合スペシャ リ ス トは以下のこ
とを行います。

� Application View Console を使用してアプリ ケーシ ョ ン ビューを定義します。

� WebLogic Server にアプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイ します。

� WebLogic Integration Studio を使用してビジネス  プロセスを定義し、 ワーク
フロー ノードの 1 つにアプリ ケーシ ョ ン  ビューを呼び出す Application 
Integration アクシ ョ ンを指定します。

この方法を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの実装の詳細が変更された場
合でも、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使用するビジネス  プロセスを妨害せずにア
プリ ケーシ ョ ン ビューを更新できます。
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3 Application Integration
Adapter Development Kit

WebLogic Integration には、 J2EE 準拠の任意の環境 （WebLogic Server など） で
動作するサービス  アダプタ と イベン ト  アダプタを開発するための Adapter 
Development Kit (ADK) が用意されています。 ADK は、 アダプタの開発、 テス
ト 、 パッケージ化、 および配布を行う ための以下のフレームワーク群を提供しま

す。

� 設計時フレームワーク－アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義およびデプロイする
ための Web ベースの GUI を開発者が作成するためのツールを提供します。

� 実行時フレームワーク－イベン ト  アダプタの開発をサポートするための、 完
全かつ拡張可能なイベン ト  ジェネレータを提供します。 また、 サービス  ア
ダプタの開発をサポートするために、 完全かつ最小限の機能を備えた J2EE 
準拠アダプタを提供します。 アダプタ開発者は、 この基本フレームワークか

ら開始し、 これを拡張するこ とによってコーディ ングの時間を短縮できま

す。

� ロギングおよび監査フレームワーク－ Java Logging Specification に準拠した
エラー ログ、 監査ログ、 およびデバッグ  ログの開発に必要なサポート を開
発者に提供します。

� パッケージ化フレームワーク－アダプタをパッケージ化して、 WebLogic 
Server 上で一貫した方法でインス トール、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 およびア
ンインス トールを行う ためのツール セッ ト を提供します。

サンプル DBMS アダプタ

WebLogic Integration には、 サンプル DBMS アダプタが付属しています。 このサ
ンプルは ADK で作成された J2EE CA 準拠アダプタで、 アプ リ ケーシ ョ ンが リ
レーシ ョナル データベースにアクセスする方法を示したものです。 開発者はこ
のサンプル アダプタを使用して、 ADK でアダプタを開発する方法を学習できま
す。

サンプル アダプタには、 以下の機能が含まれています。
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サンプル DBMS アダプタ
� 開発者が DB2、 Cloudscape、 Oracle、 SQL Server、 または Sybase データ
ベースに接続して、 カタログ、 スキーマ、 テーブル、 およびカラムを参照す

るための GUI。

� サービス と イベン ト を持つアプ リ ケーシ ョ ン ビューの開発とテス ト のサポー
ト。 基盤データベースのエン ト リの選択、 削除、 および更新を行う ための

サービスが提供されています。

� コード と  Javadoc に関する ドキュ メ ン ト。 開発者はこのドキュ メ ン ト を利用
して、 ADK のク ラスを使用および拡張して J2EE CA 準拠のアダプタを作成
する方法を学習できます。
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4 B2B Integration

エンタープラ イズは、 さまざまな方法で顧客、 サプライヤ、 およびト レーディ ン

グ パートナと会話します。 多 くの企業は、 ビジネス通信用に電子データ交換
（EDI） を採用しています。 この技術を利用して、 ビジネス  システムは EDI サー
ビス企業が運用するプラ イベート  ネッ ト ワーク上で、 合意された メ ッセージ標
準を使用して構造化メ ッセージを交換します。 他の企業は、 インターネッ ト上で

さまざまな ト レーディング  パートナと協調協定を締結しています。 これらの協
定では、 ト レーディ ング  パートナは既存のバッ クエンド  アプリ ケーシ ョ ン、
データベース、 および顧客を結合して、 さまざまなビジネス  プロ ト コルを使用
する リ アル タイム ビジネス ト ランザクシ ョ ンに参加できるよ うにする必要があ
り ます。

WebLogic Integration は、 このよ う なエンタープライズ間統合を実現する次世代
インフラス ト ラ クチャを提供します。 WebLogic Integration には、 メ ッセージン
グ、 接続性、 およびビジネス  プロ ト コル用の B2B Integration フレームワークが
用意されています。 このフレームワークを使用する と、 企業はインターネッ ト上

で多数のト レーディ ング パートナと協調協定を締結できます。 また、 WebLogic 
Integration を使用する と、 EDI 環境と  WebLogic Integration を統合できます。

以下の節では、 WebLogic Integration が提供する  B2B Integration 機能について説
明します。

� B2B Integration フレームワーク

� ビジネス  プロセス との統合

� B2B アプリ ケーシ ョ ン開発用の API と ロジッ ク  プラグイン

� サンプル

� EDI 統合
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B2B Integration フレームワーク

B2B Integration フレームワークは、 ト レーディング  パートナ間のコラボレー
シ ョ ンを可能にする以下の主要機能を提供します。

� 会話の定義とモニタ

� ト レーディ ング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンと管理

� ビジネス プロ ト コルのサポート

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの定義と管理

� セキュ リ テ ィ  サービス

� Zeroweight ク ラ イアン ト  サポート

以下の節では、 これらの機能について個別に説明します。

会話の定義とモニタ

E ビジネス環境では、 ト レーディ ング  パートナ間のコラボレーシ ョ ンは、 会話
と呼ばれるセキュアで調整された形態の下で、 XML または非 XML ドキュ メ ン
ト を含んだビジネス  メ ッセージを交換する こ とによって発生します。 会話とは、
単に ト レーディ ング パートナ間で交換される一連のビジネス  メ ッセージのこ と
です。
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図 4-1   ト レーディング パートナ間の会話

図 4-1 に示すよ うに、 ビジネス  メ ッセージの構成と交換シーケンスは、一般に協
調的ビジネス  プロセスまたはパブ リ ッ ク  ビジネス  プロセスによって処理されま
す。 メ ッセージの構成とシーケンスは、 Java メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ン
によっても処理されます。 会話には、 複雑で長期にわたるものもあれば、 短期で

終わるものもあ り ます。 各会話には、 固有の名前が付けられます。 会話の各参加

者は、 会話ロールを持ちます。 たとえば、 サプライチェーン形態の場合はバイヤ

またはサプラ イヤです。

会話の名前とバージ ョ ン、 参加者のロール、 使用するビジネス  プロ ト コルなど、
会話に関するすべての詳細は会話定義に指定されます。 統合スペシャ リ ス トは、

WebLogic Integration B2B Console を使用して、 会話定義を作成し、 実行中の会
話をモニタします。 次の図に、 ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ
ン情報を示します。
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図 4-2   WebLogic Integration B2B Console

ト レーディング パートナのコンフ ィグレーション
と管理

ト レーディ ング パートナが他の ト レーディング  パートナと共同して共通のビジ
ネス目的を追求する と きには、 電子商取引コ ミ ュニティが形成されます。 電子商

取引コ ミ ュニティは、 さまざまな形式で、 さまざまな目的のために存在します。

次に、 その例を示します。

� ある企業の複数の部門にまたがり、 企業全体の在庫を管理するコ ミ ュニティ

� フ ァ イアウォールと インターネッ ト を介して複数の企業にまたがり、 サプラ

イ  チェーンまたはマルチステップ購買の形態を管理するコ ミ ュニティ
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� 企業内と他の企業内の ト レーディング  パートナを含み、 1 つまたは複数の ト
レーディ ング パートナが他の企業の ト レーディ ング  パートナと会話するコ
ミ ュニテ ィ

電子商取引コ ミ ュニティの会話に参加するには、 統合スペシャ リ ス ト は B2B 
Console を使用して ト レーディ ング  パートナをコンフ ィグレーシ ョ ンします。 具
体的には、 ト レーディング  パートナに会話内で使用する名前を割り当て、 ビジ
ネス  メ ッセージの交換に使用する配信チャネルを指定します。

配信チャネルは、 ト レーディ ング  パートナがどのよ うにメ ッセージを送受信す
るかを定義します。 また、 会話で使用するビジネス  プロ ト コル （ebXML など）、
転送プロ ト コル （HTTP など）、 およびセキュ リ テ ィ  パラ メータ も指定します。
ト レーディング パートナは、 自身の配信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンして、
ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンで相互に直接通信するこ とや、ハブ アンド  
スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンでデプロイ されている場合は仲介機能を介して
通信するこ とができます。

ピア ツー ピア コンフ ィグレーショ ン

ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 ト レーディ ング  パートナは 
RosettaNet または cXML ビジネス  プロ ト コルを使用して、 それぞれの配信チャ
ネルを介して直接的に相互通信します。
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図 4-3   ピア ツー ピア コンフ ィグレーション

このタイプのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 単一のト レーディ ング  パートナが管
理エンティテ ィ とな り、 他の ト レーディ ング  パートナがそのエンティテ ィに統
合されます。 ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンは、 サプラ イチェーン形態で
エンタープライズとそのサプライヤを統合する場合などに使用されます。

ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーショ ン

ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 ト レーディ ング  パートナは 
XOCP ビジネス プロ ト コルを使用して、 仲介機能またはルーティ ング  プロキシ
配信チャネルを介して相互通信します。

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ り
非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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図 4-4   ハブ アンド  スポーク コンフ ィグレーション

このタイプのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 単一の ト レーディング  パートナが、
会話に参加する他の ト レーディ ング  パートナ間のメ ッセージ交換を仲介するハ
ブとな り ます。 ハブ ト レーディ ング  パートナは、 メ ッセージのルーティ ングや
フ ィルタ処理などのタスクを実行した り、 会話内の他の ト レーディ ング  パート
ナにカスタマイズされたサービスを提供した りできます。 ハブ アンド  スポーク  
コンフ ィグレーシ ョ ンは、 電子市場のバイヤとセラーを リ ンクする場合などに使
用されます。

ビジネス プロト コルのサポート

ト レーディング パートナは、 WebLogic Integration がサポートする以下のビジネ
ス  プロ ト コルを使用できます。

� RosettaNet Implementation Framework 1.1 および 2.0 －サプライチェーン 
パートナ向けのグローバルな通信プロ ト コルを定義する業界標準。
RosettaNet は、 RosettaNet Implementation Framework (RNIF)、 Partner 
Interface Processes (PIP)、 およびビジネス ディ クシ ョ ナリ とテクニカル ディ
クシ ョナ リの仕様を提供します。
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� cXML (Commerce eXtensible Markup Language) －バイヤがカタログを参照し
てサプライヤに発注書を送信できるよ うに作成された協定の下でバイヤとサ

プライヤを リ ンクするためのプロ ト コル。 バイヤは、 直接サプラ イヤのカタ

ログを参照できます。 また、 企業は Ariba Commerce Server Network を使用
してバイヤとサプライヤ間のメ ッセージを仲介できます。 B2B Integration フ
レームワークは、 ト レーディ ング  パートナが cXML メ ッセージを送受信す
るための cXML API を提供しています。

注意 : cXML ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ
り非推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� XOCP (eXtensible Open Collaboration Protocol) －長期間の会話を管理するよ
う設計された BEA 固有のプロ ト コル。 XOCP は、 メ ッセージのマルチキャ
ス ト をサポート します。 また、 企業は、 メ ッセージ持続性、 タ イムアウ ト期

間、 再試行数などの複数のサービス品質 （QoS） 設定を定義できます。

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ
り非推奨にな り ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� ebXML － WebLogic Integration は、 HTTP などの通信プロ ト コルで ebXML 
メ ッセージの転送に使用される メ ッセージ  エンベロープとヘッダ ドキュ メ
ン ト  スキーマを定義する  ebXML メ ッセージ  サービス仕様 v1.0 をサポート
しています。 WebLogic Integration をデプロイしている ト レーディ ング  パー
トナは ebXML を使用して、 WebLogic Integration の Business Connect をデ
プロイしている他の ト レーディ ング  パートナ軽量ク ラ イアン ト とやり取りで
きます。

コラボレーション アグリーメントの定義と管理

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トは、 B2B Integration の中心コンポーネン トで
す。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 これまで説明してきたすべての要素
（会話と ロール、 協調的ビジネス  プロセス、 およびト レーディ ング  パートナと配
信チャネル） を結合します。 統合スペシャ リ ス トは、 B2B Console を使用してコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を定義します。 定義したコ ラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン トによ り、 ト レーディ ング  パートナが会話定義に指定されたロールに
マップされます。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 各 ト レーディ ング パー
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トナが使用する配信チャネルと各ロールが使用するビジネス  プロセスを参照し
て、 ロールが会話内の他のロールと交換するビジネス  メ ッセージのシーケンス
を定義します。

セキュリティ  サービス

B2B Integration フレームワークが提供するセキュ リ テ ィ  サービスは、 WebLogic 
Server が提供するセキュ リ テ ィ  サービスを土台に構築されています。 これらの
機能は以下のとおりです。

� 会話のための SSL ベースのセキュ リ テ ィ  プラ ッ ト フォーム

� ト レーディング パートナのアイデンテ ィテ ィ を認証するための証明書検証

� ト レーディング パートナによって交換されるビジネス  メ ッセージに添付で
きるデジタル署名

� 重要なビジネス  メ ッセージの場合に法律によって要求される こ とが多い、 送
信側の否認防止性と受信側の否認防止性

� このサポートに必要なビジネス  プロ ト コル用のデータ暗号化

Zeroweight クライアント  サポート

注意 : ト レーディング パートナ Zeroweight ク ラ イアン トは、 WebLogic 
Integration の本 リ リースから非推奨になっています。 代替機能に関する
詳細については、 『WebLogic Integration リ リース ノー ト 』 を参照して く
ださい。

B2B Integration フレームワークは、Zeroweight ク ラ イアン ト をサポート していま
す。 このため、 中小規模のエンタープラ イズや、 バッ クエンド統合の要件がほと

んどまたはまった く存在しないエンタープライズであっても、 E ビジネス  コ
ミ ュニテ ィに簡単かつ安価に参加できます。 こ う したエンタープライズは、Web 
ブラウザまたはファ イル共有ク ラ イアン ト を使用して他の ト レーディ ング  パー
トナと通信できます。 ただし、 これらの ト レーディ ング  パートナの 1 つに 
WebLogic Integration がデプロイ されている必要があ り ます。 Zeroweight ク ラ イ
アン ト  サポート を使用するこ とで、 ト レーディ ング  パートナは社内の技術 リ
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ソースを投入するよ う他のパートナに要求せずに、 それらのパートナを共有ビジ

ネス  プロセスに加えるこ とができます。 また、 自社の統合ソ リ ューシ ョ ンをよ
り多くのパートナの間で活用できます。

ビジネス プロセスとの統合

WebLogic Integration は、 会話内のさまざまなロールを実装する協調的ビジネス  
プロセスまたはパブリ ッ ク  ビジネス  プロセスを作成するためのプラグイン  フ
レームワークを提供します。 パブリ ッ ク  プロセスを作成するには、 統合スペ
シャ リ ス トは以下のこ と を行います。

� B2B Console を使用して ト レーディ ング  パートナ会話を定義します。 会話に
関する情報には、 ロールの定義や、 ロールによって使用されるビジネス  プロ
ト コルとパブ リ ッ ク  ビジネス  プロセスの参照が含まれます。 この情報は、
WebLogic Integration リポジ ト リに格納されます。

� WebLogic Integration Studio を使用してパブリ ッ ク  プロセスを定義し、 会話
内の各ロールを実装するために必要なワークフロー アクシ ョ ン、 イベン ト 、
およびノード  プロパティ を指定します。

� パブリ ッ ク  プロセスをテス ト し、 会話が正常に実行される こ と を確認した
ら、 B2B Console を使用して リポジ ト リ情報を  XML フ ァ イルにエクスポー
ト します。 他の ト レーディ ング  パートナは、 このファ イルをインポート し
て、 各自の環境を設定するために使用します。 これによ り、 会話に参加でき

るよ うにな り ます。

パブリ ッ ク  ビジネス  プロセスは、 通常プラ イベート  ビジネス  プロセスに統合さ
れます。 プライベート  プロセスの設計と定義は、 オーガニゼーシ ョ ンによって
異な り ます。 プライベート  プロセスはオーガニゼーシ ョ ンの外部からは見えず、
通常バッ クエンドのビジネス  システムに統合されています。図 4-1 に示したよ う
に、 プライベート  プロセスは社内のビジネス  アクテ ィ ビテ ィ （データベースか
らの情報の検索など） を実行し、 その結果をパブリ ッ ク  プロセスに返すこ とが
できます。 返された結果は、 ト レーディ ング パートナに転送されます。
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B2B アプリケーショ ン開発用の API とロ
ジック  プラグイン

WebLogic Integration には、 開発者が B2B アプリ ケーシ ョ ンの作成に使用できる
以下のアプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミング  インタフェース （API） と  Java ク ラス
が用意されています。

� Managed Bean (Mbean) － Java Management Extensions (JMX) Managed Beans 
API の BEA の実装。 この API を使用する と、 開発者はカスタム アプ リ ケー
シ ョ ンを作成して実行時会話のさまざまな面をモニタできます。 たとえば、

サーバ ノードのメ ッセージ ト ラフ ィ ッ ク と実行時統計、 配信チャネル、 ビ
ジネス  ト ランザクシ ョ ン定義、 ト レーディ ング  パートナ、 ビジネス  メ ッ
セージなどです。 この API が提供する機能は、 B2B Console が提供する機能
とほぼ同じです。

� Messaging API － XOCP アプリ ケーシ ョ ンを開発してビジネス  メ ッセージを
交換するために使用されます。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは、 ト レーディ ング  
パートナ ロールを実装して会話を管理し、 ビジネス  メ ッセージを処理しま
す。

注意 : Messaging API および XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic 
Integration の本 リ リースよ り非推奨にな り ました。 代替機能に関する
詳細については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して
ください。

� Logging API －エラー、 警告、 および情報メ ッセージを メ ッセージ ログに書
き込む B2B アプリ ケーシ ョ ンを開発するために使用されます。

� ロジッ ク  プラグイン－仲介機能がビジネス  メ ッセージをインターセプ ト し
てそのメ ッセージに追加処理 （メ ッセージのルーティ ングと フ ィルタ処理、

メ ッセージのバッ クエンド  システムとの統合、 メ ッセージの内容の検証、 ト
ランザクシ ョ ン ログへのメ ッセージのロギングなど） を実行するために使用
する  Java ク ラス。
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サンプル

WebLogic Integration には、 統合スペシャ リ ス ト が B2B Integration ソ リ ューシ ョ
ンをモデル化するために使用できる以下のサンプルが用意されています。

� Hello Partner

� Channel Master

� RosettaNet 2.0 Security

� Zeroweight ク ラ イアン ト

� Messaging API

� ebXML

Hello Partner

Hello Partner サンプルに、 ハブ アンド  スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ンで、 2 つ
以上の ト レーディ ング  パートナがどのよ うにビジネス通信に参加できるかが示
されています。 各 ト レーディ ング パートナには、 パブリ ッ クおよびプラ イベー
ト  ビジネス プロセスが含まれています。

パブリ ッ ク  ビジネス  プロセスは、 XOCP プロ ト コルを使用してメ ッセージを交
換するパートナ間通信を処理します。 プラ イベート  プロセスは、 メ ッセージの
内容を処理します。 プライベート  プロセスは、 パブリ ッ ク  プロセスと会話して
メ ッセージを ト レーディング  パートナに配信し、 関連付けられている  Java アプ
リ ケーシ ョ ン と会話してメ ッセージの内容を処理します。

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ り
非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。
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Channel Master

Channel Master サンプルには、 大規模 ト レーディ ング パートナが WebLogic 
Integration を使用してそのサプラ イ  チェーンを自動化する方法が示されていま
す。

ト レーディング パートナ間の会話は、 次の順序で発生します。

1. チャネル マスタ  バイヤは、特定のアイテムの価格と在庫状況を 2 社のト レー
ディ ング  パートナにブロードキャス ト します。 このブロードキャス トは、
XOCP プロ ト コルを使用したマルチキャス ト通信の例です。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本 リ リースよ
り非推奨になり ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

2. 2 社のサプライヤ ト レーディ ング  パートナは、 バイヤ ト レーディ ング  パー
トナに対して、 要求されたアイテムの価格と在庫状況を記述した見積も り を

返信します。 これは、 バイヤとのポイン ト  ツー ポイン ト通信の例です。

3. バイヤは、 いずれかのサプラ イヤを選択して発注書を送信します。

4. 選択されたサプライヤは、 発注確認書を返信します。

このバイヤとサプライヤ間の会話も、 ポイン ト  ツー ポイン ト通信の例を示して
います。

RosettaNet 2.0 Security

RosettaNet サンプルには、 WebLogic Integration を使用して RosettaNet 2.0 PIP 
3A2 および PIP 0A1 をワークフローで実装する方法が示されています。 このサン
プルは、RosettaNet 2.0 PIP 3A2 標準に準拠するビジネス メ ッセージを交換する  2 
社の ト レーディ ング  パートナを示したものです。

ト レーディング パートナ間の会話は、 次の順序で発生します。

1. 顧客ト レーディ ング  パートナは、 サプライヤ ト レーディ ング パートナに価
格および在庫の要求を送信します。

2. サプライヤは、 その要求を受領したこ とを示す確認書を返信します。

3. サプライヤは、 続いて価格および在庫状況を返信します。
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4. 顧客は、 返信を受領したこ と を示す確認書をサプライヤに送信します。

Zeroweight クライアント

注意 : ト レーディ ング パートナ Zeroweight ク ラ イアン トは、 WebLogic 
Integration の本 リ リースから非推奨になっています。 代替機能に関する
詳細については、 『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して く
ださい。

Zeroweight ク ラ イアン ト  サンプルには、 WebLogic Integration がインス トールさ
れていない要求側 ト レーディ ング  パートナと応答側 ト レーディ ング パートナ間
でどのよ うに会話を行う こ とができるかが示されています。 通信は、 2 種類の 
Zeroweight ク ラ イアン ト を使用して行われます。 要求側 ト レーディング パート
ナは Web ブラウザ ク ラ イアン ト を使用し、 応答側はフ ァ イル共有ク ラ イアン ト
を使用します。

このサンプルでは、 要求側は Web ブラウザを使用して JSP にアクセスします。
この JSP は、Zeroweight ク ラ イアン ト を処理するよ う コンフ ィグレーシ ョ ンされ
ている リモー トの WebLogic Integration から提供されます。 JSP はメールボッ ク
スを作成し、 応答側はフ ァ イル共有ク ラ イアン ト を使用してこのメールボッ クス

にアクセスします。

 Messaging API

注意 : Messaging API は WebLogic Integration リ リース  7.0 よ り非推奨とな り ま
した。 代替機能に関する詳細については、 『WebLogic Integration リ リー
ス  ノー ト 』 を参照して ください。

Messaging API サンプルには、 同期メ ッセージングと遅延同期メ ッセージングの  
2 つの配信方法が示されています。 同期メ ッセージングを使用する場合、 メ ッ
セージを送信する ト レーディ ング  パートナは、 受信側 ト レーディング パートナ
からの返信を待ってからでなければ他のタスクの実行を継続できません。 遅延同
期メ ッセージングを使用する場合、 送信側パートナは受信側パートナからの返信

を待たずに他のタスクの実行を継続できます。

ト レーディ ング パートナ間の会話は、 次の順序で発生します。
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1. パートナ 1 は、 パートナ 2 に遅延同期メ ッセージを送信します。 ロジッ ク  プ
ラグインは、 メ ッセージの配信を  15 秒間遅らせます。 ロジッ ク  プラグイン
は、実行時にビジネス  メ ッセージをインターセプ ト して処理する  Java ク ラス
です。

2. 遅延の間、 パートナ 1 はパートナ 3 に同期メ ッセージを送信します。

3. パートナ 1 に制御が戻る と、 パー トナ 1 は最初のメ ッセージがパートナ 2 に
よって受信されたかど うかをチェ ッ ク します。

4. パートナ 3 は、 パートナ 1 に応答を送信します。

5. パートナ 2 は、 パートナ 1 に応答を送信します。

ebXML

ebXML サンプルでは、 2 つのワークフローの例を示します。 一方は開始者の
ロールの設計、 他方は Query Price and Availability (QPA) 会話の参加者のロール
です。 どちらのワークフローも、 WebLogic Integration をデプロイしている  2 つ
のト レーディ ング パートナ間の ebXML ベースのビジネス  プロセス管理に使用
できるよ うに設計されています。

EDI 統合

電子データ交換 （EDI） は、 企業が構造化かつ標準化された方法で相互に通信す
るための手段です。 EDI 環境では、 企業はコンピュータ  システム間でビジネス  
メ ッセージを交換する こ とによって、 注文または金融取引を行います。 EDI メ ッ
セージは合意されたメ ッセージ標準に従って構造化されており、 人間の介在なし

に自動処理されます。 EDI メ ッセージの構造化データは、 付加価値ネッ ト ワーク
（VAN） と呼ばれるプラ イベート  ネッ ト ワーク上で交換されます。 VAN は EDI 
サービス企業によって管理およびサポート され、 電子郵便局のよ う な役割を果た

して、 電子メ ッセージを送信側から受信側システムにルーティ ングします。

EDI 統合機能によ り、 EDI 環境と  WebLogic Integration が接続され、 XML ベー
スの ト ランザクシ ョ ン と  EDI ベースの ト ランザクシ ョ ンを統合できるよ うにな
り ます。
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図 4-5   EDI 統合

EDI と  WebLogic Integration を接続するために、WebLogic Integration には次の 2
つのコンポーネン トが提供されています。

� BEA EDI Connect for WebLogic Integration ( EDI 対応システムの 
Power.Enterprise! と して別途に購入 )

�  Power.Enterprise! バージ ョ ン 3.0 または 3.1 をサポートする BEA WebLogic 
Adapter for Power.Enterprise! （BEA WebLogic Platform に付属）。 このコン
ポーネン トは Power.Enterprise! に接続するための J2EE CA 準拠のサービス  
アダプタ と イベン ト  アダプタを提供します。

また、 WebLogic Integration には、 統合スペシャ リ ス トがビジネス  プロセス と  
EDI システムを統合するために使用できるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューも内蔵され
ています。 ビジネス  プロセスでアプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを使用する
と、 アプ リ ケーシ ョ ンは XML メ ッセージを使用して  、 EDI システムの特定の機
能を呼び出すこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を使用する と、 EDI システムは EDI メ ッセー
ジを使用して WebLogic Integration に情報を伝播できます。 EDI から  XML、 お
よびその逆への変換は、Power.Enterprise! が提供する  EDI サーバ、Power.Server! 
にバンドルされている  EDI-to-XML ト ランスフォーメーシ ョ ン  エンジンによっ
て処理されます。
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サンプル EDI アプリケーショ ン

WebLogic Integration には、 EDI サンプル アプリ ケーシ ョ ンが用意されていま
す。 このサンプルには、 WebLogic Integration と  EDI Connect for WebLogic 
Integration アドオンを使用して VAN 上で EDI 発注情報を交換する方法が示され
ています。 このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンでは、 サプライヤ ト レーディ ング 
パートナは WebLogic Integration の EDI 統合機能を使用して  VAN 上でバイヤに
接続します。

バイヤとサプライヤ間の会話は、 次の順序で発生します。

1. バイヤ ト レーディ ング パートナは、 VAN を介してサプラ イヤに EDI 発注書
を送信します。

2. Power.Server! にバンドルされている  EDI-to-XML ト ランスフォーメーシ ョ ン  
エンジンは、 発注書を XML に変換します。

3. この XML ドキュ メ ン トによ り、 サプライヤ アプリ ケーシ ョ ンのビジネス  プ
ロセスが ト リガされます。 このビジネス  プロセスによ り、 XML 発注確認書
が生成されます。

4. サプライヤは、 確認書を ト ランスフォーメーシ ョ ン  エンジンに転送します。
確認書はそこで EDI に変換され、 VAN を介してバイヤに転送されます。
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現在のエンタープライズでは、 異種環境が一般的になっています。 これらの環境

には、 独自のデータ  フォーマッ ト を持つ異種のアプリ ケーシ ョ ンが存在します。
さまざまなデータ  フォーマッ トが存在する と、 ビジネス  システム間のデータ統
合が困難になり ます。 受信するデータを異なるシステムが理解するには、 あらか

じめそのデータを適切なフォーマッ ト に変換しておく必要があ り ます。 異なるシ

ステム間のデータ統合を簡素化するために、 企業は XML を情報交換の標準と し
て採用しつつあ り ます。

XML をデータ交換の標準フォーマッ ト と して採用する と、 エンタープライズ内
統合とエンタープライズ間統合の両方を簡素化できます。 エンタープライズの内

部では、 さ まざまなデータ  フォーマッ ト を  XML に変換して他のアプ リ ケーシ ョ
ン とシームレスに交換できます。 さ らに、 XML ドキュ メ ン ト を XML 文法に変
換して、 インターネッ ト を介して ト レーディ ング  パートナと交換できます。

WebLogic Integration は、従来のデータの XML への変換、および XML ドキュ メ
ン ト の他の XML 文法への ト ランスフォーメーシ ョ ンをサポート しています。 以
下の節では、 WebLogic Integration が提供する  Data Integration 機能について説明
します。

� データ変換

� データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン
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データ変換

異なるエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンのデータの統合をサポートするため
に、 WebLogic Integration ではバイナリ  データを  XML に、 またはその逆に変換
できます。 バイナ リ  データを XML に変換する場合、 標準 XML 解析方法を使用
してデータにアクセスできるよ う、構造化バイナリ  データが XML ドキュ メ ン ト
に変換されます。

図 5-1   バイナリ  データの XML への変換

バイナリ  データを変換するには、 開発者はまずバイナリ  データのレコード  レイ
アウ トのメ タデータ記述を作成します。 メ タデータには、 フ ィールド  タイプ
（文字列、 浮動小数点など） やフ ィールド名といった、 レコード内のフ ィールド

の記述が含まれます。 メ タデータは、 メ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL）
フ ァ イルに格納されます。 実行時に、 MFL ドキュ メ ン トはバイナ リ  データを  
XML ドキュ メ ン トに、 またはその逆に変換するために使用されます。

MFL フ ァ イルを作成するには、 統合スペシャ リ ス トは WebLogic Integration の 
Format Builder ツールを使用します。 また、 統合スペシャ リ ス トは Format 
Builder を使用して、 変換から作成された  XML ドキュ メ ン ト を記述する  DTD 
フ ァ イルまたは XML スキーマを生成できます。
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図 5-2   Format Builder

変換を実行するには、 アプ リ ケーシ ョ ンで変換機能をプログラム的に呼び出す

か、 またはビジネス  プロセスでワークフローから変換機能を呼び出します。 生
成された  XML ドキュ メ ン トは、直接 XML 対応アプリ ケーシ ョ ンで使用するか、
または他のビジネス  プロセスを開始するために使用できます。 また、 他の  XML 
文法に変換する こ と もできます。
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ビジネス プロセスとの統合

WebLogic Integration には、 データ変換と ビジネス  プロセスの統合を可能にする
プラグイン フレームワークが用意されています。 データ変更機能とビジネス  プ
ロセスを統合するために、 統合スペシャ リ ス トは以下の  2 つのワークフロー ア
クシ ョ ンを使用できます。

� Translate Binary to XML

� Translate XML to Binary

各アクシ ョ ンは、 バイナリ  データのメ タデータ記述が格納されている  MFL ファ
イルと、 ソース  データまたはターゲッ ト  データ （バイナリ または XML） の場所
を指定するために使用します。

データ変換用のこれらのアクシ ョ ンを使用するには、 統合スペシャ リ ス トは 
WebLogic Integration Studio を使用してビジネス  プロセスを定義し、 いずれかの
データ変換アクシ ョ ンをワークフロー ノードに指定します。 実行時に、 指定さ
れたアクシ ョ ンが実行されて、 データが適切なフォーマッ トに変換されます。

バイナリ  データによるビジネス プロセスのト リガ

ビジネス プロセスは、 XML ドキュ メ ン ト の受信によって ト リガされます。
WebLogic Integration には、 バイナ リ  データを XML に変換するこ とによってビ
ジネス  プロセスを ト リガするためのプラグインが用意されています。 プラグイ
ンのこの機能を、 イベン ト  ハンド ラ と呼びます。

JMS メ ッセージを内部 JMS キューに発行する と、 イベン ト  ハンド ラが呼び出さ
れます。 このイベン ト  ハンド ラによって、 JMS メ ッセージのバイナリ  データが 
XML ドキュ メ ン トに変換されます。 この XML ドキュ メ ン ト を使用する と、 ビ
ジネス  プロセスを ト リガできます。

イベン ト  ハンド ラの使い方は、WebLogic Integration に付属の Servlet サンプルに
示されています。 Servlet サンプルの詳細については、 次の節を参照して くださ
い。
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サンプル ド メイン

WebLogic Integration には、 データ変換機能と ビジネス  プロセスの統合、 および 
Format Builder による メ ッセージ フォーマッ ト定義の作成方法を示した 3 種類の
サンプルが用意されています。

Servlet アプリケーション

Servlet アプ リ ケーシ ョ ンは、 バイナリ  データ  イベン ト  ハンド ラを使用してバイ
ナリ  データを XML に変換するサーブレッ ト をインス トールします。サーブレ ッ
トには、 Web ブラウザからアクセスできます。 このサーブレッ トは、 バイナ リ  
データから  XML への変換の要求を受け付け、 生成された XML データを応答と
して表示します。 また、 XML データを、 ビジネス  プロセスの ト リガに使用する
内部 JMS キューにポス ト します。

EJB アプリケーション

この EJB アプリ ケーシ ョ ンは、 人事管理システムから給与管理システムにデー
タが流れるビジネス  プロセスをシ ミ ュレート します。 このプロセスでは、 デー
タは次の順序で流れます。

1. ビジネス  プロセスは、 エンド  ユーザが給与データにアクセスする と きに手動
で開始されます。

2. 給与データを使用して、 プロセスはバイナリ  データを使用する従来の給与管
理システムから従業員データを取得します。

3. バイナリ  データが XML に変換され、 従業員の給与情報を計算できるよ うに
な り ます。

4. 計算の結果がバイナリ  フォーマッ ト に変換されます。 このバイナ リ  データ
は給与管理システムに送られて、 さ らに処理されます。

Purchase Order

Purchase Order サンプルには、 Format Builder を使用して DTD および MFL ファ
イルを作成する方法が示されています。 このサンプルは、 DTD、 MFL、 および
バイナリ  データが格納されたデータ  ファ イルで構成されています。 開発者は、
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データ  ファ イルを  Format Builder への入力と して使用して、 独自の DTD ファ イ
ルと  MFL ファ イルを作成できます。 サンプルに含まれている  DTD フ ァ イルと  
MFL フ ァ イルを使用する と、 作成したファ イルが適切であるかど うかを検証で
きます。

データ  ト ランスフォーメーショ ン

バイナリ  データが XML ドキュ メン ト に変換されたら、 XML ドキュ メ ン ト を特
定の XML 文法 （RosettaNet や ebXML など） に変換できます。 XML ドキュ メン
ト を別の XML 文法または表示フォーマッ トに変換するプロセスを、 XML ト ラ
ンスフォーメーシ ョ ン と呼びます。

XSLT は、XML ドキュ メ ン ト を別の XML または非 XML ドキュ メ ン トに変換す
るためのルールを定義する特殊な XML 言語です。 XSL スタイルシートには、
XML ドキュ メ ン トのどの要素を変換するか、 およびどのよ うに変換するかを指
定します。 XML スタイルシートは、 ソース  XML ドキュ メ ン トの要素を、 別の 
XML 文法を持つターゲッ ト  XML ドキュ メ ン トの要素にマップします。

図 5-3   XML ト ランスフォーメーション

XML ドキュ メ ン ト を変換するには、 統合スペシャ リ ス トは、 まずある  XML 文
法を別の XML 文法にどのよ うにマップするかを指定する  XSL スタイルシート
を作成します。 統合スペシャ リ ス トは、 Contivo Analyst の設計時 GUI を使用し
て XSL スタイルシート を作成するか、Contivo Analyst と  Contivo eService の自動
マッピング機能を使用できます。
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図 5-4   Contivo Analyst Mapping Editor

XSL スタイルシート を作成するには、 統合スペシャ リ ス トはまずソースおよび
ターゲッ ト  XML ドキュ メ ン トの DTD または XML スキーマを指定する必要があ
り ます。 DTD ファ イルと スキーマ ファ イルは、 Contivo Analyst を使用して 
WebLogic Integration リポジ ト リから取得します。 XSL スタイルシート を作成し
たら、 それを  WebLogic Integration リポジ ト リに格納します。

実際の ト ランスフォーメーシ ョ ンは、 WebLogic Server にバンドルされている  
XSL ト ランスフォーメーシ ョ ン  エンジンによって実行時に行われます。 統合ス
ペシャ リ ス トは、 いつ ト ランスフォーメーシ ョ ンが実行されるのかを、

WebLogic Integration の Business Process Management 機能を使用して作成したビ
ジネス  プロセスに定義します。

ビジネス プロセスとの統合

WebLogic Integration には、 データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン とビジネス  プロセ
スを統合するための XSL 変換アクシ ョ ンが用意されています。 データ  ト ランス
フォーメーシ ョ ン機能とビジネス  プロセスを統合するには、 統合スペシャ リ ス
トは WebLogic Integration Studio を使用してビジネス  プロセスを定義して、 ワー
クフロー ノードに XSL 変換アクシ ョ ンを指定します。
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実行時に、 ビジネス  プロセスに定義された XSL 変換アクシ ョ ンによって、
WebLogic Server に付属の ト ランスフォーメーシ ョ ン  エンジンが呼び出されま
す。 ト ランスフォーメーシ ョ ン エンジンは、 WebLogic Integration リポジ ト リに
格納されている  XSL スタイルシート を使用して、 ソース  XML ドキュ メ ン ト か
らターゲッ ト  ドキュ メ ン ト に要素をマップします。変換された XML ドキュ メン
トは、 ビジネス  プロセスを完了させるために使用できます。 また、 ト レーディ
ング パートナに送信してさ らに処理を行ったり、他の XML 対応アプリ ケーシ ョ
ンで使用した りできます。
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A ドキュメン ト  ロードマップ

WebLogic Integration は、 アナリ ス ト と開発者がエンタープライズのアプリ ケー
シ ョ ン開発、 デプロイ メ ン ト、 およびビジネス統合を簡素化および標準化するた

めの幅広い機能を提供します。 この機能を理解し、 効果的に使用できるよ う、 包

括的なドキュ メ ン ト  ライブラ リ を次の Web サイ トで公開しています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html 

以下の節では、 WebLogic Integration のドキュ メ ン トの リ ス ト を示します。

� WebLogic Integration

� Business Process Management

� Application Integration

� B2B Integration

� Data Integration
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WebLogic Integration

この節では、 WebLogic Integration のドキュ メ ン トの リ ス ト を示します。
 

表 A-1  WebLogic Integration のドキュ メン ト

目的 参照先

WebLogic Integration の機能について
学習する。

WebLogic Integration 入門

WebLogic Integration のサンプル アプ
リケーシ ョ ンを設定および実行する。

WebLogic Integration チュート リ アル

推奨されるベス ト  プラ クテ ィ スに
従って  WebLogic Integration ソ リ ュー
シ ョ ンを設計および構築する。

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設
計

統合ソ リ ューシ ョ ンを開発環境から

プロダクシ ョ ン環境に移行する。

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデ
プロイ メ ン ト

WebLogic Integration をインス トール
する。

WebLogic Platform インス トール ガイ ド

WebLogic Integration の設計ツールと
管理ツールの起動と停止、 およびカ

スタム  ド メ インのコンフ ィグレー
シ ョ ンを行う。

WebLogic Integration の起動、 停止および
カスタマイズ

WebLogic Integration の現行リ リース
に移行する。

WebLogic Integration 移行ガイ ド

API を使用して  WebLogic Integration 
アプ リケーシ ョ ンをプログラ ミ ング

する。

BEA WebLogic Integration Javadoc

WebLogic Integration の専門用語を理
解する。

WebLogic Platform 用語集

新機能、 サポート されるプラ ッ ト

フォーム、 および確認済みの制限に

ついて学習する。

WebLogic Integration リ リース  ノー ト
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Business Process Management
Business Process Management

この節では、 WebLogic Integration の Business Process Management 機能のドキュ
メ ン ト の リ ス ト を示します。

WebLogic Integration を使用する と き
の一般的な問題を解決する。

WebLogic Integration ト ラブルシューテ ィ
ング ガイ ド

表 A-1  WebLogic Integration のドキュメン ト

目的 参照先

表 A-2  Business Process Management のドキュメン ト

目的 参照先

WebLogic Integration Studio を使用し
てビジネス  プロセスを開発およびモ
ニタする。

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ 
ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド

� WebLogic Integration Studio オンラ イン 
ヘルプ

WebLogic Integration Worklist を使用
してビジネス  プロセスを管理し、 ビ
ジネス  プロセス と会話する。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプ リ
ケーシ ョ ンは WebLogic 
Integration リ リース  7.0 よ り
非推奨とな り ました。 代替機

能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リー
ス  ノー ト 』 を参照して くださ
い。

WebLogic Integration Worklist ユーザーズ 
ガイ ド
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Application Integration

この節では、 WebLogic Integration の Application Integration 機能のドキュ メ ン ト
の リ ス ト を示します。

カスタム ク ラ イアン ト  アプ リケー
シ ョ ンを開発して、 ビジネス  プロセ
スの管理およびビジネス  プロセス と
の会話を行う。

BPM ク ラ イアン ト  アプ リケーシ ョ ン  プロ
グラ ミ ング

WebLogic Integration の Business 
Process Management 機能を拡張する
カスタム コードを開発する。

BPM プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド

表 A-2  Business Process Management のドキュ メン ト

目的 参照先

表 A-3  Application Integration のドキュメン ト

目的 参照先

Application Integration 機能と  ADK に
ついて学習する。

Application Integration 入門

アプ リケーシ ョ ン ビューをコンフ ィ
グレーシ ョ ンおよびデプロイし、 そ

れらをビジネス  プロセスに統合する
方法について学習する。

Application Integration ユーザーズ ガイ ド

イベン ト  アダプタ とサービス  アダプ
タ、 およびアダプタを使用する設計

時インタフェースを開発する。

アダプタの開発

ビジネス  プロセスで Application 
Integration プラグインを使用する。

Application Integration オンラ イン ヘルプ
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B2B Integration
B2B Integration

この節では、 WebLogic Integration の B2B Integration 機能のドキュ メ ン ト の リ ス
ト を示します。

表 A-4  B2B 統合のドキュ メン ト

目的 参照先

B2B Integration 機能について学習す
る。

B2B Integration 入門 

B2B Console を使用して、 ト レーディ
ング パートナ会話を管理およびモニ
タする。

� B2B Integration 管理ガイ ド

� B2B Integration Administration Console 
オンラ イン ヘルプ

ト レーディング パートナの認証、 認
可、 およびその他のセキュ リテ ィ設

定をコンフ ィグレーシ ョ ンする。

B2B Integration セキュ リ テ ィの実装

B2B サンプル アプリ ケーシ ョ ンをコ
ンフ ィグレーシ ョ ンおよび実行する。

B2B Integration サンプルの使い方

ト レーディング パートナ会話を実装
するビジネス  プロセスを作成する。

B2B Integration ワークフローの作成

ト レーディング パートナ間の通信に 
RosettaNet ビジネス  プロセスを使用
する。

B2B Integration RosettaNet の実装

ト レーディング パートナ間の通信に 
cXML ビジネス  プロセスを使用する。

注意 : cXML ビジネス  プロ ト コル
は、 WebLogic Integration の
本リ リースよ り非推奨にな り

ました。 代替機能に関する詳

細については、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』
を参照して ください。

B2B Integration ｃ XML の実装
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ト レーディング パートナ間の通信に 
ebXML ビジネス  プロセスを使用す
る。

B2B Integration ebXML の実装

ビジネス  プロセスの特殊処理を実行
するロジッ ク  プラグインを作成する。

B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プロ
グラ ミ ング ガイ ド

実行時の会話アクテ ィビテ ィをモニ

タする管理アプ リケーシ ョ ンを開発

する。

B2B Integration 管理アプ リケーシ ョ ン  プ
ログラ ミ ング  ガイ ド

Messaging API を使用して、 XOCP ビ
ジネス  メ ッセージを交換するための 
Java アプ リケーシ ョ ンを開発する。

注意 : Messaging API および XOCP 
ビジネス  プロ ト コルは、
WebLogic Integration の本リ
リースよ り非推奨にな り まし

た。 代替機能に関する詳細に

ついては、 『WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』
を参照して ください。

B2B Integration メ ッセージング アプ リ
ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング ガイ ド

Logging API を使用して、 B2B アプリ
ケーシ ョ ンがメ ッセージ ログにメ ッ
セージを書き込めるよ うにする。

B2B Integration ログへのメ ッセージの書き
込み

WebLogic Integration と  
Power.Enterprise! をコンフ ィグレー
シ ョ ンし、 EDI サンプル アプ リケー
シ ョ ンを実行する。

WebLogic Integration EDI ユーザーズ  ガイ
ド

表 A-4  B2B 統合のドキュメン ト  (続き )

目的 参照先
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Data Integration

この節では、 WebLogic Integration の Data Integration 機能のドキュ メ ン トの リ ス
ト を示します。

表 A-5  Data Integration のドキュメン ト

目的 参照先

Format Builder を使用して、 メ ッセー
ジ フォーマッ ト定義を開発およびテ
ス トする。

WebLogic Integration データ変換

ビジネス  プロセスで Data Integration 
プラグインを使用する。

� Data Integration プラグイン  ユーザーズ 
ガイ ド

� Data Integration プラグイン  オンラ イン 
ヘルプ
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